
市立豊中病院 
令和2年度事業実績及び新型コロナウイルス感染症への 

取組みについて 
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資料３ 



はじめに 

• 新型コロナウイルスの感染拡大による医療活動への影
響は大きく、当院においても、これまで経験したことのな
い様々な対応が必要となり、厳しい病院運営となった。 

 

• 地域の急性期中核病院及び感染症指定医療機関（第二
種）として、感染症病床の確保、入院・外来診療の制限、
不急手術の延期など、感染動向に応じて体制整備を図
りながら、感染症患者を受け入れた。 
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令和２年度事業実績 
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令和元年度 令和２年度 増減 

新規入院患者数 １５，８７５人 １１，８３３人 ▲４，０４２人 

入院延患者数 １８０，７０４人 １３８，０６４人 ▲４２，６４０人 

外来延患者数 ２８９，６３９人 ２４１，２４５人 ▲４８，３９４人 

一般病床利用率 ８３．０％ ６３．６％ ▲１９．４％ 

平均在院日数 １０．４日 １０．７日 ０．３日 

全手術件数 ５，２６９件 ４，１３３件 ▲１，１３６件 

救急車搬送受入数 ６，１０６人 ３，７７６人 ▲２，３３０人 

救急科からの入院患者数 ５，１７６人 ３，２４２人 ▲１，９３４人 

入院診療単価 ６４，５４１円 ７０，１１９円 ５，５７８円 

外来診療単価 １８，２２９円 １９，１３７円 ９０８円 
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１．主な診療実績の比較 

※一般病床利用率は、人間ドック（５床）・感染症（１４床）を除く５９４床で計算 



２．入院延患者数の推移 
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３．外来延患者数の推移 
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４．救急 
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 ・令和２年度は、令和元年度と比べ応需件数▲２，０２４件（救急応需率▲１１．７％） 



５．手術 
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＊一般診療の抑制、不急手術の延期・制限等により手術件数減少（令和元年度比：▲21.6％） 



令和元年度 令和２年度 増減 

病院事業収益              （A） １９，４４３，１９６ ２０，４９３，００１ １，０４９，８０５ 

医業収益 １７，７５３，８１５ １５，００９，１３１ ▲２，７４４，６８４ 

入院収益 １１，６６２，８４５ ９，６８０，９５４ ▲１，９８１，８９１ 

外来収益 ５，２７９，９００ ４，６１６，６７２ ▲６６３，２２８ 

その他医業収益 ８１１，０７０ ７１１，５０５ ▲９９，５６５ 

医業外収益 １，６８９，３８１ ５，４８３，８７０ ３，７９４，４８９ 

他会計負担金 ５４２，６１７ ５２９，９０８ ▲１２，７０９ 

他会計補助金 ３９０，６４１ ４４０，４０９ ４９，７６８ 

補助金 ７４，４４８ ３，８９４，０１８ ３，８１９，５７０ 

長期前受金戻入 ４８３，９３５ ４７８，６５１ ▲５，２８４ 

その他医業外収益 １９７，７０７ １４０，８６３ ▲５６，８４４ 
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６．決算状況①（収益的収支：収益） 

＊医業収益は、患者数減少により入院・外来収益ともに減少 
＊医業外収益は、国や大阪府による空床補償や機器整備の補助金等により増加 

（税込、単位：千円） 



令和元年度 令和２年度 増減 

病院事業費用              （B） ２０，１９２，６８０ １９，６５０，５４２ ▲５４２，１３８ 

医業費用 １９，９４１，０４６ １９，４０８，１３３ ▲５３２，９１３ 

給与費 ９，８３７，６５４ ９，９９８，５０７ １６０，８５３ 

材料費 ５，４９５，７９３ ４，８２７，８０５ ▲６６７，９８８ 

経費 ３，１６５，１７５ ３，２４３，７３２ ７８，５５７ 

減価償却費 １，３７５，３００ １，２４０，５３３ ▲１３４，７６７ 

資産減耗費 ８，８４４ ６５，４２６ ５６，５８２ 

研究研修費 ５８，２８０ ３２，１３０ ▲２６，１５０ 

医業外費用 ２５１，６３４ ２４２，４０９ ▲９，２２５ 

支払利息及び企業債取扱諸費 ２１２，５７２ １８４，５６２ ▲２８，０１０ 

看護師等確保費 ７，９７２ １０，５４７ ２，５７５ 

雑損失 ７，６３３ ３０，６９４ ２３，０６１ 

資本勘定消費税等           （C） ８８，２６７ １０１，３９４ １３，１２７ 

当年度純利益（▲純損失）   （A-B-C） ▲８３７，７５１ ７４１，０６５ １，５７８，８１６ 

医業収支比率 ９２．１％ ８０．２％ ▲１１．９％ 

経常収支比率 ９５．９％ １０３．８％ ７．９％ 

６．決算状況②（収益的収支：費用等） 

＊給与費は、普通昇給に伴う増加、制度改正及び新型コロナウイルス感染症対応に伴う手当が増加 
＊材料費は、一般診療の制限により薬品費、診療材料費ともに減少 
＊病院事業収支は、約７．４億円の純利益 

（税込、単位：千円） 
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令和元年度 令和２年度 増減 

資本的収入               （D） １，７７９，４８１ １，８０６，７８３ ２７，３０２ 

企業債 ８８２，６００ ７３７，０００ ▲１４５，６００ 

他会計負担金 ８９５，４４１ ８９８，３６３ ２，９２２ 

国庫補助金 ０ ２，７５５ ２，７５５ 

府補助金 １，４４０ １５０，２１９ １４８，７７９ 

寄附金 ０ １８，４４６ １８，４４６ 

資本的支出               （E） ２，６１２，７３０ ２，５９５，９２１ ▲１６，８０９ 

建設改良費 １，１３３，７１１ １，１１６，４４２ ▲１７，２６９ 

施設改良事業費 １５６，７７４ ３６５，８８８ ２０９，１１４ 

院用備品購入費 ９７６，９３７ ７５０，５５４ ▲２２６，３８３ 

投資 ０ １７，７７６ １７，７７６ 

企業債償還金 １，４７９，０１９ １，４６１，７０３ ▲１７，３１６ 

差引不足額              （E-D） ８３３，２４９ ７８９，１３８ ▲４４，１１１ 
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６．決算状況③（資本的収支） 

＊施設改良事業として、病棟管理システム更新工事や手術室空調設備改修工事等を実施 
＊院用備品（医療機器等）として、臨床検査機器、手術室及びICUの生体情報モニタリングシステム、全身麻酔装置等を購入 

（税込、単位：千円） 



新型コロナウイルス感染症 
への取組み 
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• 当院は、地域の中核病院及び感染症指定医療機関として、
感染流行の初期から新型コロナウイルス感染症患者を受
入れ、他の医療機関では受入困難な小児や人工透析者、
妊産婦を含む、主に軽症・中等症の感染者の診療を担って
きた。また、これに加え令和３年度より、重症患者の受入れ
を開始。 

 

• 感染症患者を受入れるため、一般病棟を感染症専門病棟
として転用するとともに、感染拡大時には、一般診療を一部
制限しながら、感染動向に応じた診療体制の再編に取り組
んだ。 

  ※令和3年9月末現在 2病棟（54床）をコロナ診療で運用中  
13 

１．新型コロナウイルス感染症への対応について 
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２．新型コロナウイルス感染症入院患者の推移 

令和2年 令和3年 

緊急事態宣言  
4/7～5/21 

緊急事態宣言  
1/14～2/28 

緊急事態宣言  
4/25～6/20 

緊急事態宣言  
8/2～9/30 

まん延防止等 
重点措置  

6/21～8/1 

まん延防止等 
重点措置  

4/5～4/24 
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３．新型コロナ診療実績 

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

4 35 22 16 2 25 44 33 28 55 62 83 31 44 484 

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

33 147 119 83 105 151 99 89 104 118 154 89 102 1,393 

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計 

5 49 44 21 11 59 24 20 2 10 16 3 0 0 264 

〈①新規入院患者数推移〉 〈②帰国者・接触者外来患者数推移〉 

〈③発熱外来患者数推移〉 

（単位：人） （単位：人） 

（単位：人） 

（人） （人） 

（人） 
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３．新型コロナ診療実績 
〈小児・周産期・人工透析受入患者数（令和
2年度実績）〉 

小児入院受入数 小児発熱外来受診者数 

25人 137人 

妊産婦入院受入数 うち分娩数 

20人 6人 

維持透析患者数 透析実施回数 

25人 171回 

検査項目 検査件数 

核酸増幅検査 

LAMP法（鼻咽頭） 450件 

PCR法（鼻咽頭） 1,660件 

PCR法（唾液） 919件 

抗原定性検査（鼻咽頭） 103件 

抗原定量検査（鼻咽頭） 951件 

生理機能検査 

心電図 209件 

心エコー 4件 

血管エコー 3件 

〈院内における新型コロナウイルスの検査実施
件数（令和2年度実績）〉 

①小児 

②周産期 

③人工透析 



・令和2年 

 2月22日：感染症病棟でのコロナ患者受入れ開始（8床） 

 3月17日：発熱外来設置 

 3月24日：一般病棟（1病棟）のコロナ病棟運用開始（1病棟12床） 

       入院・外来診療制限の開始 

 4月  7日：第1回緊急事態宣言（～5月21日） 

 4月24日：コロナ病棟増加（2病棟）・病床増床（30床） 

 5月 1日：救急体制の変更（受診制限など）、面会禁止の開始 

 5月12日：コロナ病床増床（2病棟45床） 

 8月 3日：コロナ病床縮小（2病棟35床） 

 8月24日：大阪府新型コロナウイルス感染症重点医療機関の指定 

 8月27日：院内検査開始：LAMP法、抗原定性検査 
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４．主な対応（令和２年２月～８月） 



・令和2年 

 9月 4日：新型コロナウイルス対策寄附（ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ形式）開始 

 9月 7日：AI体温検知システム設置（来院者発熱チェック開始） 

 10月26日：院内検査変更：LAMP法→PCR法 

 11月27日：コロナ病床増床（2病棟45床） 

 12月  7日：重症化患者の入院継続開始（2名程度まで） 

 12月11日：大阪コロナ重症センターに看護師1名派遣 

 12月18日：院内検査変更：抗原定性→抗原定量（24時間対応） 

 12月25日：コロナ病床増床（2病棟54床） 

・令和3年 

 1月14日：第2回緊急事態宣言（～2月28日） 

 1月19日：大阪府からの10床増床要請（54床→64床） 

 3月 1日：コロナ病床縮小（2病棟35床） 

 3月 9日：院内職員を対象としたワクチン接種開始 
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４．主な対応（令和２年９月～令和３年３月） 



・令和3年 

 4月 5日：コロナ病床増床(2病棟54床) 

 4月 9日：コロナ病床増床(2病棟60床) 

 4月25日：第3回緊急事態宣言（～6月20日） 

 5月 1日：大阪府からの大型連休中の患者受入体制確保の要請 

       を受け、入院・外来診療制限の開始（～5月31日） 

 5月 1日：重症病床の増床（2床→12床）、人員確保のため2病棟閉鎖 

 5月 4日：重症病床の増床（12床→16床） 

 6月22日：コロナ病床縮小(2病棟35床) 

 6月28日：大阪府に対して、中等症・重症一体型病院①として申請 

 8月 2日：第4回緊急事態宣言（～9月30日） 

 8月 2日：コロナ病床増床（2病棟54床） 
19 

４．主な対応（令和３年４月～令和３年８月） 



代替ガウンの作製 

（令和２年４月２０日～） 

 

５．院内での感染拡大防止への取組み 

AI体温検知システムの導入 

（令和２年９月７日～） 
〈窓口ビニールカーテンの設置〉 

オンライン面会の開始 

（令和２年１２月１日～） 

UV消毒ロボットの導入 
（令和３年３月２５日～） 

など 
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・小中学校向けの感染防止対策動画   

の作成 
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６．地域での感染拡大防止に向けた主な取組み 

・豊中市内医療施設向けにコロナ感染
対策オンライン研修実施 

• クラスター発生施設への支援 

                （2施設 延べ6回） 

• 高齢者福祉施設への感染対策支援の企画
調整（※令和3年4月から23施設に実施） 

                

テーマ 参加者数 

COVID-19感染対策について 73名 

クラスター発生時、どう動く 147名 

施設内環境エトセトラ 116名 



主な寄附、寄贈品 

マスク、フェイスガード、防護服、 

感染予防用品、応援メッセージ、 

寄附金（18,446千円）など 
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７．寄附、寄贈の状況 

金      額：６，１２０，８２３円（令和３年３月末時点） 

寄附金の活用：医療用マスクや手袋、フェイスシールド、ガウン、消毒液の購入 

（令和２年９月４日～） 

市立豊中病院新型コロナ対策基金（クラウドファンディング）を開設 

延べ３１２の団体や個人から、温かいご支援をいただきました。 



今後の対応について 
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 経済活動の再開による人流増加に対し希望者のワクチン接種完
了への取組みが各自治体で加速的に進められているが、冬季の
到来、新たな変異株の動向、ブレークスルー感染など、再流行を
危惧する要因もあり、第6波への備えが必要となっている。 
 

 当院は、急性期中核病院が担う高度専門医療を行ないながら、
他院での受け入れが困難な小児や周産期、透析を必要とする感
染者をはじめ、重症・中等症の感染症診療を継続していく。 
 

 経営面では、医業収益の減収、とりわけ入院収益の減収回復を
当面の課題として、限られた一般病床を活用し、救急医療や一
般医療の患者受け入れに取り組むことで安定した病院経営をめ
ざすとともに、必要な措置を国や府に対し、求めていく。 


